
１ 出生数（率）

（１） 出生数は、１０，９１０人で前年より１９６人増加し、出生率（人口

千対）は、９．０で前年の８．８を上回った。

出生率は昭和４９年以降低下が続いていたが、平成３年以降は、上昇

と低下を繰り返しており、全体として低下傾向が緩やかになっている。

（２） 出生数を母の年齢（５歳階級）別にみると、前年に比べ、２０歳代前

半では減少しているが、２０歳代後半及び３０歳代では増加している。

２ 合計特殊出生率

合計特殊出生率は、１．５１で過去最低であった前年の１．４６を上回っ

た。

年次推移をみると、昭和５０年以降低下傾向にあるが、平成１２年は、４

年ぶりに前年を上回った。

なお、全国の合計特殊出生率も１．３６で、過去最低であった前年（１．

３４）を上回った。



３ 死亡数（率）

（１） 死亡数は、１１，２８９人で前年より１４９人減少した。

死亡率（人口千対）は、昭和５７年以降上昇傾向にあるが、平成１２

年は９．３となり、前年の９．４を下回った。

（２） 死因順位についてみると、第１位は悪性新生物（２８％）、第２位は

心疾患（１７％）、第３位は脳血管疾患（１４％）で、この三大死因が

死亡数の約６割を占めている。

死因別死亡数を前年と比較すると、減少したのは、老衰（５７人減）、

肺炎（５０人減）、心疾患（４５人減）、腎不全（２９人減）などであり、

増加したのは、自殺（４２人増）、悪性新生物（２８人増）などである。

なお、悪性新生物の部位別の死亡順位をみると、肺がん（２０％）を

筆頭に、胃がん（１５％）、肝がん（１４％）、大腸がん（１２％）と続

き、この４つで悪性新生物全体の約６割を占めている。





４ 自然増加数（率）

（１） 出生数から死亡数を差し引いた自然増加数は、マイナス３７９人で、

前年に続き死亡数が出生数を上回る自然減の状態となったが、その減少

幅は３４５人縮小した。

自然増加率（人口千対）は、マイナス０．３で前年のマイナス０．６

に比べ、減少幅が縮小した。

（２） 出生数が死亡数を上回り自然増加となったのは、大分市、中津市及び

挾間町の３市町である。



５ 乳児死亡数（率）

生後１年未満の死亡である乳児死亡数は、３７人で前年より６人増加した。

乳児死亡率（出生千対）は、３．４で前年の２．９を上回った。その年次

推移をみると、昭和６０年までは急激に低下し、その後は、上昇と低下を繰

り返しながらほぼ横ばいに推移している。

６ 新生児死亡数（率）

生後４週未満の死亡である新生児死亡数は、２０人で前年より７人増加し

た。

新生児死亡率（出生千対）は、１．８で前年の１．２を上回った。その年

次推移をみると、乳児死亡と同様にここ数年はほぼ横ばいに推移している。



７ 死産数（率）

死産数は、４０４胎で前年より４２胎減少し、その内訳は、自然死産数が

２０胎、人工死産数が２２胎それぞれ減少している。

死産率（出産千対）は、３５．７で前年の４０．０を大きく下回り、過去

最低となった。

８ 周産期死亡数（率）

妊娠満２２週以後の死産に、生後１週未満の早期新生児死亡を加えた周産

期死亡数は、６４で前年と同数であった。

周産期死亡率（出産千対）は、５．８で前年の５．９を下回った。これは

出産数が増加したことによるものである。

９ 婚姻件数（率）

婚姻件数は、６，９７７組で前年より７４９組と大きく増加した。その増

加率は１２．０％で全国一の伸びを示した（全国平均は４．７％）。

婚姻率（人口千対）も５．７と、前年の５．１を大きく上回り、全国一の

伸びを示すとともに、全国順位も４２位から２７位に上昇した。

年次推移をみると、昭和４８年以降減少を続けた後、昭和６２年以降はほ

ぼ横ばいに推移してきたが、平成１２年は大きく上昇し、昭和５９年と同じ

率となった。



なお、平均初婚年齢は、夫２８.１歳（平成１１年は２８.０歳）、妻２６.７

歳（平成１１年は２６．６歳）となり、ここ数年、夫についてはほぼ横ばい、

妻については緩やかな上昇傾向となっている。

10 離婚件数（率）

離婚件数は、２，３５１組で前年より５９組減少した。

離婚率（人口千対）は、１．９３で過去最高であった前年の１．９７を下

回った。その年次推移は上昇傾向にあったが、平成１２年は、平成２年以来

１０年ぶりに前年を下回った。全国順位（ベスト順位）は３５位から１８位

に上昇した。

なお、全国の離婚件数（２６万４２４６組）、離婚率（２．１０）は、い

ずれも過去最高を更新している。


